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自民党大会

自
民
党
は
2
3
日
の
党
大
会
で
、
菅
直
人
首
相

を
年
内
に
衆
院
解
散
に
遣
い
込
む
方
針
を
確
認

し
た
。
通
常
璧
冒
頭
か
ら
①
民
王
党
の
衆
院

選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
修
正
②
政
治

と
カ
ネ
の
問
題
③
与
謝
野
馨
経
済
財
政
担
当
相

起
用
】
の
「
3
貞
セ
ッ
ト
」
で
追
及
。
谷
垣
禎

一
総
裁
は
政
権
の
求
心
力
を
低
下
さ
せ
る
一

方
、
野
党
が
多
数
を
占
め
る
参
院
で
、
2
0
⊥

⊥
年
度
予
算
関
連
法
案
を
切
り
札
に
衆
院
解
散

を
狙
う
。
し
か
し
不
発
に
終
わ
れ
ば
逆
に
自
民

党
内
か
ら
沓
垣
氏
の
責
任
論
が
渾
上
し
か
ね
な

い
。
双
方
に
と
っ
て
「
剣
が
峰
」
国
会
が
始
ま

る
。

（
1
面
参
照
）

今 後 の 主 な国会 日程

1月2摘 ‡≡臣第17 7通常国会召
㍉【集、政府4演説

26〔－衰痛＝匝衆参両院で各党代
字　表質問

31日才≡臣2011年度予算案の
【⊆【審議入り

1月車衰わ小沢元代表の強制
≡【＝　起訴

2月上敏拉 予算関連法案の審
議入り

2月下無毒 予算案衆院通過
3月上旬！≡‥

3月下旬ナ匪予算案、予算関連
【法案の審議ヤマ場
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「
何
と
し
て
も
政
権
を
解

散
に
遣
い
込
む
。
先
頭
に
立

っ
て
粗
い
抜
く
」
。
沓
垣
氏

は
党
大
会
で
こ
う
冒
≡
ロ
し

た
。
国
会
審
議
で
は
、
首
相

が
表
明
し
た
政
権
公
約
修
正

を
「
有
権
者
へ
の
裏
切
り
」

と
糾
弾
。
首
相
か
ら
消
費
税

率
引
き
上
げ
で
踏
み
込
ん
だ

発
言
を
引
き
出
し
、
反
対
の

社
民
覚
と
政
権
の
距
離
を
広

げ
る
戦
術
を
練
る
。

首
相
が
呼
び
掛
け
る
税

と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に

向
け
た
超
党
派
協
議
に
関

し
て
は
、
政
府
案
の
提
示
が

前
提
と
し
て
拒
否
。
政
府
案

が
示
さ
れ
れ
ば
、
政
権
公
約

と
の
矛
盾
を
厳
し
く
指
摘
す

る
。「

政
治
と
カ
ネ
」
を
め
く

っ
て
は
、
小
沢
一
郎
民
王
莞

元
代
表
の
証
人
喚
問
要
求
に

加
え
、
旧
自
由
党
が
民
主
党

と
合
併
す
る
直
前
の
0
2
年
、

政
党
助
成
金
か
ら
組
織
活

公約修正を追及、解散狙う・
動
費
名
目
で
1
5
億
円
蓮
の

資
金
が
旧
自
由
党
の
幹
事
長

を
務
め
た
藤
井
袴
久
官
房

副
長
官
に
渡
っ
た
形
に
な
っ

て
い
る
問
題
を
取
り
上
げ

る
。

世論離反なら谷垣氏責任論も

自
民
党
の
定
期
党
大
会
で
気
勢
を
上
げ
る
谷
垣
総
裁

（
中
央
）
ら
＝
2
3
日
午
後
、
東
嘉
都
内
の
ホ
テ
ル

自
民
党
比
例
代
表
で
議
席

を
得
な
が
ら
、
政
権
入
り
し

た
与
謝
野
氏
に
対
し
「
道
義

的
に
許
さ
れ
な
い
」
と
批
判
。

議
員
辞
職
要
求
と
と
も
に
首

相
の
任
命
責
任
を
問
う
。
与

謝
野
氏
の
こ
れ
ま
で
の
発
言

と
政
権
公
約
の
不
整
合
も
際

立
た
せ
た
い
考
え
だ
。

3
点
を
中
心
に
首
相
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
た
上
で
、
3

月
末
の
予
算
関
連
法
案
採
決

を
め
く
る
攻
防
に
突
入
す
る

段
取
り
だ
。
関
連
法
案
は
予

算
執
行
に
不
可
欠
だ
が
、
参

院
で
否
決
さ
れ
て
も
自
然
成

立
す
る
予
算
案
と
違
い
、
参

院
否
決
の
場
合
、
衆
院
の
3

分
の
2
以
上
で
再
可
決
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

に
は
社
民
党
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
。

自
民
党
は
参
院
で
公
明
党

な
ど
と
の
野
党
共
開
で
、
関

連
法
案
を
否
決
で
き
る
態
勢

を
固
め
る
方
針
。
3
点
セ
ッ

ト
の
攻
防
に
絡
め
、
菅
首
相

へ
の
問
責
決
議
も
視
野
に
入

れ
る
。
首
相
を
立
ち
往
生
さ

せ
「
衆
院
解
散
を
確
約
す
れ

ば
予
算
関
連
法
案
の
成
立
に

協
力
す
る
」
と
し
て
、
菅
首

相
の
ま
ま
「
話
し
合
い
解
散
」

に
持
ち
込
む
作
戦
だ
。

し
か
し
、
関
連
法
案
が
成

立
せ
ず
〓
年
度
予
算
が
宙
に

浮
け
ば
、
世
諭
の
批
判
は
野

党
に
向
か
う
恐
れ
が
あ
る
。

解
散
に
追
い
込
め
な
け
れ
ば

谷
垣
氏
へ
の
批
判
は
避
け

ら
れ
な
い
。
菅
内
閣
の
支
持

率
が
回
復
基
調
に
な
れ
ば
、

公
明
党
が
党
の
政
策
実
現

と
の
引
き
換
え
で
関
連
法
案

に
賛
成
す
る
展
開
も
あ
り
得

る
。菅

首
相
が
仮
に
退
陣
し

て
も
、
高
い
支
持
率
の
新
首

相
が
解
散
・
総
選
挙
に
踏
み

切
れ
ば
、
自
民
党
が
勝
利

す
る
保
証
は
な
い
。
あ
る
中

堅
議
員
は
「
こ
れ
が
谷
垣
総

裁
で
臨
む
最
後
の
党
大
会

か
も
し
れ
な
い
」
と
漏
ら
し

た
。

兵
庫
県
か
ら

2
5
人
が
出
席

組
織
強
化
へ
決
意

2
3
日
に
開
か
れ
た
自
民
党

大
会
に
は
、
兵
庫
県
か
ら
国

会
議
員
2
人
を
含
む
2
5
人
が

出
席
し
た
。
野
党
転
落
直
後

の
昨
年
の
大
会
と
比
べ
て

「
雰
囲
気
が
格
段
に
い
い
」

と
評
価
し
、
統
一
地
方
選
に

向
け
た
組
歓
強
化
へ
の
決
意

を
口
に
し
た
。

大
会
で
は
、
続
一
地
方
選

候
補
者
の
兵
庫
県
代
表
と
し

て
、
五
島
壮
県
連
幹
事
長
が

壇
上
で
あ
い
さ
つ
。
終
了
後

「
反
転
攻
勢
で
き
る
い
い
ム

ー
ド
だ
っ
た
。
地
方
議
員
は

や
る
気
が
あ
ふ
れ
て
い
た
」

と
話
し
た
。

谷
竺
衆
院
議
員
（
比
例

薗
）
は
「
民
主
党
山
鹿
ｌ
リ

て
〔
白
艮
党
の
）
団
結
は
問

題
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
緩
ま

ず
危
機
感
を
持

川
音
肌
に
腺

ま
な
け
れ
ば
」
と
し
、
県
連

会
長
の
西
村
康
稔
衆
院
議
員

（
兵
庫
9
区
）
も
「
い
つ
解

散
総
選
挙
に
な
っ
て
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
支
部
長
選
び

を
急
ぎ
、
地
方
組
織
を
よ
り

強
く
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
山
崎
史
記
子
、
高
見
雄
琴


